
お寺葬説明会
お葬式を考えましょう



お寺葬とは

お寺の本堂を会場に、教化面を充実して、葬儀費用をおさえつつ、
お葬式を執行する取り組み。

お寺にある既存の設備や備品、本堂や祭壇（野卓等）、を利用する
ので、安価にお葬式ができます。

各社の直葬プランや大阪市規格葬儀などを利用し、そこで直接火葬
場へ向かうのではなく、お寺の方で通夜葬儀式を執行します。

日程にも余裕ができ、準備や葬儀を通してご遺族と接する時間も多
く、深いコミュニケーションができるため、教化機会に優れて多く
あることが最大のメリットです。



未来の住職塾セミナーなどで考えたこと

○「寺は選ばれる時代になってきた」松本紹圭塾長

○葬儀の際、手次寺が不明な時、お寺を選ぶ判断材料について

１：元々の宗旨、元々の所属

４：知り合い親族のすすめ（関係性）

３：ＨＰや伽藍

２：葬儀社のすすめ



未来の住職塾セミナーなどで考えたこと

選ばれる時代の中で、「教えの内容」が判断材料にない悲しき事実。

逆に考えればチャンス。

「教え」を知ればそれが重要な判断材料、つまり
その者の宗教となるだろう。これが肝要とおもった。



恩楽寺の門徒の傾向について考察した

総合的に見て
A

B

C

D

足繁くお寺に参って聞法してくださる門徒

毎月参るがお寺には参らない門徒

祥月あるいは年忌のみ付き合いの門徒

・郵送するだけの門徒
・自分を門徒と思っていない門徒



恩楽寺の門徒の傾向について考察した

家単位で見て
A

B

C

D

参勤時、主に一緒にお勤めしてくれる人

Aと同居しているが一緒に勤行してくれな
い人

Aと同居しておらず、たまにしかお内仏に
参らない人

親戚など。または近親でありながら不敬
だったり他宗教の人



恩楽寺の門徒の傾向について考察した

A

B

C

D

Ａタイプのご門徒との関係性や法話には自信ある

○自分と自分のお寺を考察した

しかし、B→C→Dの順に、
アプローチが低くなくなっていく

Ａも含めてＢＣＤいずれのタイプの人も、
最初から仏法に興味があったわけではなく、
「葬儀のご縁」「義理」「先代からのご縁」などで、
当寺の門徒になっている人が多い。

そしてこれまでのやり方で、「私は門徒である父の息子
だから自分も門徒」と自動的に考えてくれるだろうか。



恩楽寺の門徒の傾向について考察した

A

B

C

D

最初から「親鸞聖人の教えに感動して、浄土真宗を

選んでうちの寺へ来た」という人は確認できていない。

これまでのやり方では、何かの場面で「教えに感動して

うちのお寺を選ぶ」可能性は低いだろう。

掲示伝導やポスターやチラシ、

ＨＰなんか今も頑張っているが効果が弱い。



マイノリティを自覚し、大多数への効果的
なアプローチの「場」を考えてみた

BCDの方々に、ダイレクトに、

一方的に話を聞いてもらえる場は「法話」しかない

聖人のみ教えをお伝えして、篤いご門徒になっていただけるよう、

法事での法話、通夜での法話を大切に行おうと思った

法事・法話こそがアプローチの最大のチャンス！



マイノリティを自覚し、大多数への効果的
なアプローチの「場」を考えてみた

〇未来の住職塾・本科生たちの結論

（寺業計画発表・卒論のようなもの）

「新たな取り組みを始めるよりも、もともとあるモノをさらに

丁寧に新しく取り組みなおす」という傾向が多かったそうだ。



マイノリティを自覚し、大多数への効果的
なアプローチの「場」を考えてみた

〇未来の住職塾・本科生たちの結論（寺業計画発表・卒論のようなもの）

宿坊開設、フリーマーケット、カフェ、お祭り的イベント、教室系

といったような新たな取り組みの展開を計画する案は自分も考えた。

恩楽寺の場合、そういった取り組みはリターンが少ないうえ、

寺族が疲れて終わるだけでは？ と思った。

うちのお寺は、法要と法話に参詣してもらって成立している。

それら副業的な寺業展開で法要参詣が大幅に増えるとは思えない。



マイノリティを自覚し、大多数への効果的
なアプローチの「場」を考えてみた

〇未来の住職塾・本科生たちの結論（寺業計画発表・卒論のようなもの）

対して、お墓、納骨堂、永代供養墓、合祀墓などを

さらに工夫して、憩いの場を作ったり、パンフを刷新したり、

合祀墓コミュニティを作ったりなど、もともとある寺業を新たに

取り組みなおす意見の方が経済的で実現性が高いと思った。



マイノリティを自覚し、大多数への効果的
なアプローチの「場」を考えてみた

〇未来の住職塾・本科生たちの結論（寺業計画発表・卒論のようなもの）

私も同様に、

「まずは新規開拓努力に取り組むよりも、

すでに有縁の者たちに働きかけることに取り組もう」と思った。



どのような法事・法話が効果的か考えた

ＢＣＤのような、

所属しているが寺に参らないような人々、

法事や通夜でやっと会える大多数の人々。

これらの人々に、寺への所属意識を自発的に

自覚してもらうためには、何が一番効果的か考えた。

すると、やはりＨＰや寺報は重要だが二の次で、

もっとも効果を感じるのが、

月参りでの傾聴と、それを経た法事や通夜での法話だった。

A

B

C

D



どのような法事・法話が効果的か考えた

それはある意味機に応じた法話ではないかと考えている。

月参りはほぼ傾聴に徹し、その人やその家の苦悩や思いを聞き、

苦悩の自覚や仏法への関心が深まるよう、傾聴して効果的な繰り

返しや要約を行う。そして機を見て法をお伝えする。

その機の場が法事や通夜になるのが理想的で、

法事ではお勤め３０分、法話３０分するようになった。

○傾聴から生まれる法話



アプリを利用して、家単位のカルテを作っ
た

クラウドでタブレットとＰＣで共有できるカレンダー日記系の

アプリなどを活用し、前回参勤時はどのような会話をしたかなど

参考にして、さらに深い話を聞き出すために共感的な質問をする。

展開されるお話はようこそ仏法への宝庫だった。

○傾聴を生かすために



質問や意見を求められるまでガマンし、
傾聴するよう始めた
仏法押し売りたい私であるが、傾聴より生まれる機に応じた法話が

もっとも効果高く感じるので、沈黙は最大45秒ガマンすると勝手に

決めている。相手が考えて深めて発言してくれるのを信じて待つ。

そこから来る質問は、だいたい本当に聞きたいことや、言いたいこと、

前から興味があることが多い。アテが外れて脱線した全然関係ない発言・

質問されてしまったら、さらっと受け流して考えて欲しいことについて

質問してもいいし、その脱線を受け入れてもいい。



本堂で法事をする件数を増やしたこと

傾聴から生まれる法話を大切にしよう、と努力し始めると、

本堂での法事がとても有効だった。

理由：ホストとゲストの逆転が、

聞く姿勢に大きく作用しているのか、

本堂で法話した方がよく聞いてもらいやすい。

さすが聞法道場。



本堂で法事をする件数を増やしたこと

家単位で見て
A

B

C

D

参勤時、主に一緒にお勤めしてくれる人

Aと同居しているが一緒に勤行してくれな
い人

Aと同居しておらず、たまにしかお内仏に
参らない人

親戚など。または近親でありながら不敬
だったり他宗教の人



本堂で法事をする件数を増やしたこと

〇率先して本堂を使用してもらうようにお願いとご案内を始めた。

Ａタイプの門徒を軸に、ＢＣＤを巻き込んで仏事を勤めるコ

ミュニティ感覚を育んでもらった。

仏壇・仏事は負の遺産、というイメージを破壊し、尊いバトンと

受け取ってもらえるよう法話で伝えるようにした。

→やはり法話に３０分くらいは必要だった

特にＡタイプのご門徒に

「ＢＣＤとのご縁を結びたい」と正直にお願いした。



本堂で法事をする件数を増やしたこと

〇法事での本堂使用料を下げ、使い勝手が良いように工夫した。

・本堂に冷暖房設備

・控え室に幼児用ＤＶＤや若坊守によるレクレーション。



本堂で法事をする件数を増やしたこと

事前に５～10分の「式次第の説明と軽い法話」していることについて

「念仏」「供養」って、本当はこういうことだったんですね、などと簡単

にひっくり返しておき、儀式中に考えてもらい、法話への期待心境を作る。

儀式中に、法事の当事者として、意識したり考えたりしてもらう。

儀式への参加意識の向上を狙う。



本堂で法事をする件数を増やしたこと

〇本堂に参ることで、所属意識、当事者意識が深まることを知った。

例：過去帳をお供えした中学生男子から、

「ウチのお寺って云々」という発言が聞けた件。

例：「法要お参りできなくてすみません」

という発言を聞けた件。



葬儀会館などでの通夜説法も同じようにし
ようとすると、とてもやりにくいこと

〇事前法話がＮＧだされたりする。

〇法話が長くなるとＮＧだされた。

儀式直前に「時間がどれくらいかかる、最初に法話します」

などなど打合せしても、司会者だけが把握してて、従事して

いる他の職員が分かっていないことは多い。

「音響やイベント、次第上の都合で～」「喪主の意向で～」

「お疲れですので～」



葬儀会館などでの通夜説法も同じようにし
ようとすると、とてもやりにくいこと

○やりにくい最大の理由

控え室に通されるので、遺族と隔たりがある。

喪主が挨拶にきてくれていろいろお話していても、

司会者やイベントの都合で介入してくることがある。

仕方ないので一時間前から行くようにした。

たくさんおしゃべりできるようになったが、

それでも他の遺族の様子が分からない。



葬儀会館などでの通夜説法も同じようにし
ようとすると、とてもやりにくいこと

◎同じ題材の法話でも、本堂でかけた方が響くのになぁ

やがて、仏法を押し売ることに貪欲で傲慢な私には、従来の葬儀社主導

の儀式では「南無阿弥陀仏のお葬式」に物足りないようになった。

本堂の法事のように、自分でプロデュースした方が遺族とも距離が

近くなるし、ご法話も聞いてもらいやすい。

そして、「お寺で法事をして法話を聞いて大事なことに気がついた」と

いうことが深い思い出・強い印象になることを思い出した。



お寺葬を始めるまで試行錯誤したこと

○手当たり次第、いろいろな勉強会に行ってみた



２０１６年仏教タイムス

『寺院消滅』鵜飼秀徳氏と
(株)寺院デザインの薄井秀夫氏の
対談の様子



お寺葬を始めるまで試行錯誤したこと
○葬式仏教価値向上委員会

(株)寺院デザイン 代表取締役 薄井秀夫さん

「４００年ぶりの「布教の時代」がきている。永代供養墓
や終活講座などの新たな取り組みをする意識の高い僧侶が
増えている」２０１６年仏教タイムス

「「葬式仏教の価値に気付くこと」が必須だ」２０１６年仏教タイムス

「現在の葬儀にたりないのは「説明と参加」である」２０１７年毎日新聞

「お葬式の大切さを感じてもらえるよう、僧侶が一生懸命取り組んで
いくことが、日本人の宗教観を取り戻すことになる」

→お葬式を、深く意義あるものに新しく取り組みなおすべき



お寺葬を始めるまで試行錯誤したこと
○葬儀社の主催する葬儀生前予約会と説明会に参加してみた

業界のことを突っ込んで聞けてとても勉強になった。分かったことは…

・その葬儀社は契約、提携している僧侶に自信を持っていた。

・「当社に会員登録されているお寺様はみな立派なお寺さんなので、
まったく問題ない」という発言が聞けた。

・その時の担当者は
「安心してお葬式ができるよう、亡き人に心を向けられるように余計な
心配事をなくしてあげたい」と繰り返した。

よって
「当方の会員になっておられるお寺さんを呼びますか？」
とかならず聞くそうだ。



お寺葬を始めるまで試行錯誤したこと
○葬儀社の主催する葬儀生前予約会と説明会に参加してみた

→遺族が安心して亡き人にこころを向け、少しでも癒やされる

よう、細やかなサービスが行き届いているが、

「亡き人を通して教えに遇う」ことについては積極的ではない。

・運営の多角化が進んでいることが分かった

亡き人の写真動画を鑑賞 献灯、献花の儀

初盆セット

法事もできる



ベルセルクの後押し

「達人になってから戦場にでるのか？ 気の長い話だな」

ということで、平成２６年１月にとりあえず始めてみました。

「お寺でも負担少なく安心してお葬式ができます」

「もしもの時は第一報を必ずお寺にご連絡ください。

何時でもかまいません」と寺報にのせて始めてみた。

懸念材料の心配、知識と
対応準備を調えてから
始めようと二の足踏んでい
ると……



ベルセルクの後押し
お寺葬のパンフレットも、最初は稚拙だったが
随時バージョンアップしていこうと思った。



ファーストコールが一番大事
○先に葬儀社が対応してしまうと、まずお寺葬できない。

→寺報、説明会、ＨＰなどで

「もしもの時は必ず一番最初に連絡をください」

と繰り返し広報することが大切

すでに内容が決まっているので、お寺の方からは意見しにくい。

日程や式の内容など、打ち合わせで決まってから連絡が来てしまう。



ファーストコールが一番大事
○先に葬儀社が対応してしまうと、まずお寺葬できない。

☆お寺を会場にして、

お寺が葬儀社を手配することで、

葬儀の主導権を得る



ファーストコールが一番大事
○電話がかかってきたら……（恩楽寺の場合）

①お寺から葬儀社に連絡し、寝台車を派遣。

到着までの間に座敷、本堂の準備

ご遺体安置して枕勤め、法話

喪主、寺院、葬儀社三者で打ち合わせ

以下の手順などはパンフレット参照



お寺葬説明会とミニ法話会
○説明会を毎年行っていることについて

終活のつもりで来る人が多いので、しっかりお話きいてもらえた。

平成27年一月に門徒向けの「お寺葬説明会」を開いた。

これにはそれまでお寺に参ったことのないような方も参加されたので、
これは良い傾向だと思い、継続してお寺葬説明会を毎年することにした。

説明会がご縁で親密になった門徒も少なくない。よって単なる説明会で
はなく、法話もすること。



注目されはじめたお寺葬

平成28年６月に２組青年会、８月に20組仏教講座にてお寺葬の
説明会行った。

他にも、南御堂新聞、中外日報などにも取り上げてもらった。





注目されはじめたお寺葬

平成28年６月に２組青年会、８月に20組仏教講座にてお寺葬の
説明会行った。

他にも、南御堂新聞、中外日報などにも取り上げてもらった。

フェイスブックやＨＰ経由で全国のお寺さんから資料請求も多数。

中にはお寺でお葬式を専門にする葬儀社を設立したお寺さんも…



お寺葬が安価な理由

法要において、何らかのお役を担っていると参加意識が高くな
ることを知っていた。

それに、
×お寺でお葬式をしたら、有難かったけど、高かった。

○お寺でお葬式をしたら、有難いうえ、まあまあ安かった。

安価な方が広報しやすいし、考えてもらいやすい。

「自分たちでお寺で法要の準備をする」感覚を味わってほしい→後述

結果、副次的に安価になった。



お寺葬が安価な理由

○葬儀費用が安価になるポイント

① 会場をお寺にすることで、会場費削減



お寺葬が安価な理由

○葬儀費用が安価になるポイント

② 祭壇（野卓など）をお寺で用意することで、祭壇費用削減



お寺葬が安価な理由

○葬儀費用が安価になるポイント

③ 寺族らがお手伝いすることで、
人件費削減

この他にも工夫すれば
様々に費用削減できる

ただし！



葬儀社・葬儀会館の代替え品に陥っては
ならない！

そのためには機に応じた法話がもっとも有効である。

ただ単に、葬儀会館の代わりをコスパに優れて執行するだけでは、
お寺葬の意味がない。
「南無阿弥陀仏のお葬式」を執行することが最大の目的である。

葬儀を通して、
「自分は真宗門徒だ」
「このお寺さんに習って、私が亡き人を弔っていくのだ」
という当事者意識を開発する場にならないといけない。



全てのプロセスに関わり、付き添うこと
で広がるご縁

また、住職が付き添えなくても問題にならない。
「お寺でお葬式をした」経験が肝心。

第一報をもらってから、ご遺体の搬入、枕経、葬儀社打合せ、
湯灌、納棺、通夜、葬儀、出棺まで、
全てのプロセスに付き添うことができる。

遺族と関わる機会・時間が大幅に増え、
とても有意義にじっくりお話が聞ける。

葬儀社に任せっきりでは、深い思い出にならない



目の前に亡き人と本堂（本尊）が
あることが、心に大きく作用するようだ。

顔なじみさんでも普段とは違う非日常的な空気が漂う。

思いを聞ける傾聴の場がたくさんある。

亡き人の思い出、死後世界、自分の苦悩状況などなど、
思いを仏法寄りに話が聞ける。



遺族の中で動ける人に指示をする

そこで、当事者意識を開発することを狙い、喪主の子どもや

若く動ける人に、コンカペイのかわりになるお供え物を

用意してもらい、それを自らお飾りしてもらうことにした。

「自分たちでお寺で法要の準備をする」感覚を味わってほしい

コンカペイは最初は用意していたが、作成に時間が必要なので、

遺族と寄り添う時間を大切にするため、省略することにした。



遺族の中で動ける人に指示をする

例「カメラのキタムラで八つ切り引き伸ばし１３００円、

葬儀社さんにお願いすると３万位する。自分達で用意すれば

安くなるし仏さんもよろこばれますよと云々」

「自分たちでお寺で法要の準備をする」感覚を味わってほしい

遺影写真の引き伸ばしなども、喪主自身ではなく、喪主以外の

動ける人に担当させ、儀式への参画と当事者意識の向上を狙う。



遺族の中で動ける人に指示をする

他にも、

「通夜振る舞い担当」「火葬後の食事担当」「車手配担当」などなど、

「葬儀社に頼んだり仲介すると高くなっちゃうので、お願いできる時間は
ありますか？」という入り口で、「しっかりお葬儀のお役を担って、
お見送りしましょう」と呼びかける。

嫌がった人は今の所いない。参加意識が高くなることが狙い。

すると

「自分たちでお寺で法要の準備をする」感覚を味わってほしい



遺族の中で動ける人に指示をする

「じゃあ自分でマイクロバスをレンタカーします、とても安いので」とか

「とっても美味しいお店があって、無理言ってそこにケータリングした、
またお寺葬や法事などあれば使ってやってください」など

自発的に行動したり相談してくれたりする人もいた。

→儀式をお寺さんと一緒に作っていく、

という感覚はお寺とその人の強い絆になるようだ。

「自分たちでお寺で法要の準備をする」感覚を味わってほしい



お寺葬後の案内も大切
〇お寺へ継続して参ってもらうよう案内する

お寺葬に続いて、お寺で満中陰、お寺で一周忌、年忌法事と繋いでいくと、

お寺へ参ることへの抵抗が低くなって気軽に法要へ来てくれるようになる。

「もっとアツイ話をお寺の法要などで行っています、ぜひ参って下さい、
お願いします」
「もっと深い話を用意してます、ぜひお伝えしたいんです、
お寺を支えると思って、参ってください、よろしくお願いします」

→最初から聞く気、支える気で来てくれる参詣人が増えた。
まさしく亡き人をご縁として。



お寺葬ではそのお寺独自の取り組みを
反映できる

普段から取り組んでいる内容を充当できる。

法話に重点を置くも良し、傾聴に重点を置くも良し、
コミュニケーションに重点を置くも良し、坊守がメインになるのも良し。

もともとあるお寺のコミュニティ（コーラス会、座談会、地域コミュなど
いろいろ）にその会ごとに説明会をするのも良し、お手伝いをお願いした
りするのも良し。

また、枕経や夜とぎ、仮通夜などの場で、勤行・法話の場を
増やしたり、日程や座数を増減でき、葬儀社主導ではやりにくい
従来にない法要を執行できる。



葬儀社とのカンケイ

お寺葬を手伝ってもらって、
「嫌がる葬儀社」「熱心に協力する葬儀社」
「専属を願ってくる葬儀社」
「逆に方法を提案してくれる葬儀社」などなど、
葬儀業者によって反応は様々だった。

決して敵対関係になってはいけない。

お寺側から葬儀社に手伝ってもらっているという姿勢が大切。



パンフレットを配ったり、
説明会をしようと思った理由
お寺を元気にしようという目的で始めたのがお寺葬。
始めた当初は他のお寺さんにはナイショにして、
自坊だけでやっていこう考えていた。

しかし、中外日報を読んだり、教区の活動や講座へ足を運んでいるうちに、
お寺が元気を失っていく現状は、宗教界全体の問題と捉えるようになった。

自坊だけで盛り上がることは不可能で、ご門徒とお寺・宗門・仏教全体が
元気にならないと共倒れになると考えるようになった。

自分ひとりだけで教学を深め、儀式に習熟していくことは不可能だ。
共に学ぶ仲間がもっとも大事だと思う。

何かの足しになればと思い、資料提供するようになった。



お寺葬がすぐできるお寺とやりにくいお寺

○地元の葬儀社が強い場合、歩みを合わせる必要がある

地域で「お葬式の時は○○社に連絡する」というような意識が浸透してい

たりすると、歩みを合わせる必要がある。

恩楽寺の地域の場合、かつて強かった葬儀社が廃業寸前だった。

そのため様々な葬儀社が入り乱れしのぎを削っていたため、容易にできた。



お寺葬がすぐできるお寺とやりにくいお寺

○地域性の問題

地域の会館などを利用する習慣が根付いていたりすると難しい。

恩楽寺の場合は、地域的な習慣がすでに失われかけていた。



お寺葬がすぐできるお寺とやりにくいお寺

○お寺の構造上の問題と人員的問題

設備がある程度ないと難しい。

恩楽寺の場合は、野卓など仏具、駐車場、座敷、トイレ、炊事場、冷蔵庫

等すでに最初から整っていた

これまでの説明を全部をマネしていただきたいワケでは

ありません。何かの足しにしてください。



お寺葬のデメリット

葬儀業界の知識がある程度必要になる

拘束時間が長い・体力がいる

坊守若坊守等に業務負担、手当が発生する

法務収入が減る場合がある

葬儀社との関係に一歩踏み込む勇気がいる

不測の事態が起こった時の対応力が弱い

☆他にどのようなデメリットがあるのか、未だ未知数



お寺葬のメリット

葬儀日程を当寺都合を優先して決められる

葬儀執行のイニシアチブが得られる

寄り添う傾聴ケアを実施し、仏法に転入する機が余るほどある

参加者にとって深い思い出になる

法話が聴いてもらいやすい

坊守若坊守等に手当を支給することで責任感が開発されるよう

法務収入が増える場合がある































最後に

◎お寺側が傾聴するようにすると良い

◎門徒、地域に向けて説明会を開催し、周知理解広報すると良い

◎寺報などで広報するとよい



最後に
恩楽寺での取り組み方を全てマネしていただきたいわけではない。
使えるところと使えないところがある。条件的にできるかできない場合
もあり、寺院内の人間関係や地域のシキタリ・地元の強い葬儀社など、
様々に反発して歪みや混乱を生じさせてまで取り組むべき方策ではない。
熱心に取り組んでもマイナスになる可能性は十分にある。特に地元の強
い葬儀社とは慎重に歩み合わせるべきである。
私はそれらの問題と真っ向勝負し、寺院内人間関係、古い地元葬儀社と
の関係を悪化させた。そこまでしてやるべきだったのかと言われると、
もっと摩擦少なく要領よく取り組めただろうと反省はあるが、それ以上に
門徒が篤くなってくれた点において、そうだと言いたい。



次回について

◎お葬式や、法事の勤め方を考える会を開きたい

◎通夜法話大会を開いて、通夜法話を研鑽したい

◎臨床心理士の講師を呼んで、傾聴トレーニング会を開きたい

これからお寺葬を始めようとお考えの方で、

恩楽寺でお寺葬をしたことがある葬儀社を教えてほしい方は、

後ほど前に来てください


